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造形美術展が種子島踊りで盛大に幕開け

町
民
の
知
恵
の
結
集



第12回ながしま造形美術展2007

全町民が
アーティスト

感動

迫力

合併後初開催

造形物

身近な素材

スティッチ（山寺）

まねき猫（山門野下）

トトロの親子（福ノ浦）

馬頭観音（浜漉）

平尾のアオバズク（平尾小学校）

鷹（鷹巣中ＰＴＡ）

しおみヤンマの親子（汐見小ＰＴＡ）

ドラエモン（浦底）

大きな未来へ
大きくなった長島から
大きな造形のプレゼント
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町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
『
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
』

が
10
月
27
日
、〝
大
き
な
未
来
へ　

大
き
く
な
っ
た
長
島
か
ら

大
き
な
造
形
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〞
を
テ
ー
マ
に
、
太
陽
の
里
ピ
ク

ニ
ッ
ク
広
場
で
盛
大
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　

旧
東
町
で
昭
和
60
年
か
ら
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て
き
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
。
合
併
し
て
新
し
く
な
っ
た
長
島
町
で
も
引
き
継

が
れ
、
今
年
で
12
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

全
町
民
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
な
り
、
ま
ち
の
自
然
を
生
か
し

て
制
作
し
た
１
㍍
級
・
３
㍍
級
・
５
㍍
超
級
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
る
入
場
者
の
目
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

Nagashima

ARTFESTIVAL

超大作が入場者の目を圧倒

ダンボ（鷹巣小ＰＴＡ）

黒之瀬戸の石鯛（川床中ＰＴＡ）

スティッチ（塩追）

オールドカー（川床中）

キティーちゃん（山中）
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細かい作業に熱心に取り組む若者（薄井）

作品の搬入は大掛かり（火ノ浦）

　

合
併
し
て
初
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
の
造
形
美
術
展
に

は
、
自
治
公
民
館
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
な
ど
か

ら
１
０
６
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
11
月
18
日
ま
で
続
け
ら

れ
ま
す
。
杉
の
葉
や
ス
ス
キ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
な
ど
自
然
の

素
材
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
廃
材
を
使
っ
た

力
作
が
会
場
に
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

出
展
さ
れ
た
作
品
は
、「
一
般
の
部
」
と
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部
」

の
２
部
門
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

会場で最後の仕上げ（城川内小）連夜にわたる製作作業（浜漉）製作途中の伊勢海老（田尻）

町をあげての一大イベント

会場いっぱいに作品が並び、大勢の見物客で
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一
般
の
部

最
優
秀
賞

　

山
寺
（
ス
テ
ィ
ッ
チ
）

優
秀
賞

　

山
門
野
下
（
ま
ね
き
猫
）

　

塩
追
（
ス
テ
ィ
ッ
チ
） 

優
良
賞

　

川
床
中
（
オ
ー
ル
ド
カ
ー
）

　

山
中
（
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
）

　

福
ノ
浦
（
ト
ト
ロ
の
親
子
）

　

浦
底
（
ド
ラ
エ
モ
ン
） 

　

浜
漉
（
馬
頭
観
音
） 

合
併
記
念
特
別
賞

　

田
尻
（
伊
勢
海
老
）

　

梅
ノ
木
山
（
島
内
限
定
・
島
娘
）

　

牧
（
張
り
子
の
犬
）

　

上
揚
（
平
成
長
島
た
ぬ
き
ぽ
ん
ぽ
こ
） 

　

菅
牟
田
（
獅
子
島
架
橋
） 

　

汐
見
（
だ
る
ま
） 

　

馬
込
（
た
こ
） 

　

蔵
之
元
（
ム
チ
ャ
チ
ー
タ
（
ア
ー
ス
君
））

審
査
委
員
長
賞

　

片
側
（
ウ
ニ
） 

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部

最
優
秀
賞

　

川
床
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
黒
之
瀬
戸
海
峡
の
石
鯛
）

優
秀
賞

　

汐
見
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
し
お
み
ヤ
ン
マ
の
親
子
）

優
良
賞

　

鷹
巣
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
ダ
ン
ボ
）

　

鷹
巣
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
鷹
）

　

平
尾
小
学
校
（
平
尾
の
ア
オ
バ
ズ
ク
）

合
併
記
念
特
別
賞

　

平
尾
中
学
校
（
光
り
輝
く
海
峡
ア
ジ
）

　

川
床
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
ガ
ラ
カ
ッ
プ
タ
ー
）

　

獅
子
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
ふ
ぐ
提
灯
（
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
））

ながしま造形美術展審査結果

たくさんのお客さんで賑わう特産品販売所

10 月 29 日の寿司祭りに参加した指江保育園の園児たち

３週間にわたる造形美術展の幕開け

10 月 28 日のブリの試食会は大盛況

開会を祝ってだるまに目入れ
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　鹿児島県内の定時制・通信制の高校に通う生徒による生活体験発表
大会が 10 月 14 日、鹿児島市の開陽高校で開かれました。この大会
に本町から出場した田尻の山迫秀作さん（20）が最優秀賞に選ばれ、
11 月 24 日に東京で開かれる全国大会への出場を決めました。
　人と接することが苦手で前籍校を中退した山迫さん。大会では現在
の高校に通うようになり、自分から話しかけることを心がけて人と分
かり合えるようになったこと、ここでしか会えない人がいて、ここで
しかできない学びがあることを「一期一会」と題して語りかけました。
　来春卒業予定の山迫さんは「中退して苦労している人がたくさんい
る。自分が表に出ることで、こういう学校があること、頑張れること
を一人でも多くの人に知ってほしい」と話していました。

　平成 19 年度出水・伊佐地区中学校新人総
合体育大会で優勝を飾った長島中の野球部と
女子卓球部が 10 月 16 日、役場指江庁舎の
町長室を訪れ、優勝報告をしました。
　県大会に出場する野球部のキャプテン大平
裕也君は「先生と県大会に行ける最後の大会
だったので精一杯戦った。県大会でも上位を
目指したい」。女子卓球部キャプテンの大川
晴菜さんは「他のチームより応援ができた。
勝ちたいという気持ちが強かった」と話しま
した。
　同大会では獅子島中男子バレーボール部も
優勝しています。

長島中野球部・女子卓球部

山迫　秀作さん

ここでしか会えない人がいる

野球・卓球の２種目制覇

さらに  上 位 目指して

各種大会で入賞続々
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10
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
、
鳥

取
県
で
第
９
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
が
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
県
代

表
と
し
て
、
本
町
か
ら
肉
牛
４
頭

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
共
進
会
は
全
国
の
優
秀
な
和

牛
が
５
年
に
１
度
、
一
堂
に
会
し

て
そ
の
優
劣
を
競
う
全
国
大
会

で
、『
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
全
国
か
ら
４
９
４
頭
の

和
牛
が
出
場
し
、
鹿
児
島
県
か
ら

は
８
部
門
に
26
頭
が
参
加
し
ま
し

た
。
県
勢
は
農
林
水
産
大
臣
賞
を

１
部
門
で
獲
得
し
た
も
の
の
、
前

回
の
６
部
門
を
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

次
回
は
平
成
24
年
に
長
崎
県
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
県
勢
の
巻

き
返
し
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
町
出
品
者
の
成
績

◆
７
区
【
総
合
評
価
群
】

優
等
賞
総
合
３
位　

中
山　

正
美

◆
８
区
【
若
雄
後
代
検
定
牛
群
】

１
等
賞
２
席　

中
山　

正
美

◆
９
区
【
去
勢
肥
育
牛
】

優
等
賞
10
席　

う
し
の
中
山

優
等
賞
17
席　

中
山　

正
美

県
勢
の
巻
き
返
し
に
期
待

　10月 21日、第 10回全日本小学生女子相撲大会が大阪府で開催され、
蔵之元小５年の門元麗さんが出場しました。門元さんは県大会の学年
別個人戦で４位入賞を果たし、鹿児島県相撲協会出水支部等の推薦も
あり、全国への出場権を獲得しました。４位とはいっても県大会は男
女共通の大会で上位３人は男子でした。女子としては学年別で県１位
ということになります。
　全国大会では、初戦で九州チャンピオンと対戦しました。相手を力
強く押していき勝てると思ったそうですが、油断したすきに足が外に
出て敗れてしまいました。全国への出場権が決まったときは「本当に
出られるのかな」とびっくりしたそうです。全国大会の感想を尋ねる
と「大きくて強そうな人がたくさんいた」と話していました。

　出水地区スポーツ少年団秋季バレー
ボール大会が 10 月 14 日開催され、高
尾野体育館であったＡパートで鷹巣小ス
ポーツ少年団Ａが野田小スポーツ少年団
をセットカウント２対０で下し、見事優
勝しました。
　この日はＢパートの大会も下水流小体
育館で開かれ、こちらも鷹巣小スポーツ
少年団Ｂが江内小スポーツ少年団を２対
０で破り優勝しました。
　同少年団が A・B パート揃っての W 優
勝を飾るのは、初めてのことです。

門元　麗さん

鷹巣小バレーボールスポーツ少年団

Ａ・Ｂパートでダブル優勝

推薦を受け全国大会出場
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           ◇５年男子

        100 ｍ走　　 　 竹之内優太（城川内）　15 秒 1

      走り幅跳び　　  竹之内優太（城川内）　365 ㎝

    走り高跳び　　  川端　渓心（鷹巣）　105 ㎝

  800 ｍ走　　　  吉田　光輝（川床）　2 分 57 秒 9

400 ｍリレー　  川床小学校　1 分 04 秒 7

                ◇ 6 年男子

            100 ｍ走　　　  城戸　隆宏（川床）　14 秒 3

          60 ｍハードル　増田　　昇（城川内）　11 秒 1

        走り幅跳び　  　城戸　隆宏（川床）　458 ㎝

      走り高跳び　　  坂之下聡志（川床）　120 ㎝

    800 ｍ走　  　　 町田　盛弥（蔵之元）　2 分 55 秒 3

  混合リレー　　  平尾小学校　1 分 10 秒 0

400 ｍリレー　  川床小学校　1 分 01 秒 4

           ◇５年女子

        100 ｍ走　　　  池田加奈子（幣串）　15 秒 8

      走り幅跳び　　  阿多　美咲（川床）　327 ㎝

    走り高跳び　　  宮脇　伸莉（鷹巣）　115 ㎝

  800 ｍ走　　　  阿多　美咲（川床）　3 分 02 秒 8

400 ｍリレー  　川床小学校　1 分 06 秒 5

                ◇ 6 年女子

            100 ｍ走　　　  椎原　　葵（鷹巣）　15 秒 4

          60 ｍハードル　城戸　愛香（川床）　11 秒 4

        走り幅跳び　　  大堂茉亜子（城川内）　344 ㎝

      走り高跳び　　  小川　那智（城川内）　115 ㎝

    800 ｍ走　　　  千年原春奈（川床）　2 分 55 秒 9

  400 ｍリレー　  鷹巣小学校　1 分 03 秒 0

　

10
月
12
日
、
城
川
内
運
動
場
で

第
２
回
長
島
町
小
学
校
陸
上
記
録

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
11
の
小
学
校
か
ら
５
・
６

年
生
が
参
加
し
、
１
０
０
㍍
走
、

60
㍍
ハ
ー
ド
ル
、
走
り
幅
跳
び
、

走
り
高
跳
び
、
８
０
０
㍍
走
、
混

合
リ
レ
ー
、
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
の

各
競
技
を
展
開
。
競
技
が
行
わ
れ

る
た
び
に
、
応
援
席
か
ら
元
気
な

声
援
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
１
位
記
録
は
次
の
と
お

り
で
す
。

練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
か
な
？

第２回長島町小学校陸上記録会

ゴール目指して全力疾走（100 ｍ走）遠くへ、さらに遠くへ（走り幅跳び）

巧みにバーを跳び越える（走り高跳び）
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わが

ま
ち
の
景

観づくり

９
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬
ま

で
の
初
秋
に
、
田
ん
ぼ
の

あ
ぜ
道
や
町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
彼
岸
花
が
真
っ
赤
に
彩
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

11
月
に
入
っ
て
か
ら
、
緑
の
細

長
い
葉
が
び
っ
し
り
と
出
て
い
ま

す
。
昔
の
人
は
、
彼
岸
花
は
「
花

は
葉
を
知
ら
ず
、
葉
は
花
を
知
ら

ず
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼

岸
花
は
、
花
が
枯
れ
な
い
と
葉
は

出
て
き
ま
せ
ん
。
こ
の
葉
が
出
て

い
る
時
期
が
、
翌
年
、
鮮
や
か
な

花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
必
要
な
養

分
を
球
根
に
蓄
え
る
時
期
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
葉
は
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。
植
え
替
え
を
さ
れ

　

第
12
回
関
西
長
島
会
総
会
を

10
月
14
日
、
大
阪
千
日
前
の
レ

ジ
ャ
ー
ビ
ル
味
園
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
も
社
会
情
勢
の
厳
し
い

中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
長
島
町

か
ら
濵
上
實
則
議
会
議
長
を
は
じ

め
４
人
、
関
西
あ
ず
ま
会
か
ら
川

畑
会
長
は
じ
め
12
人
の
来
賓
を
迎

え
、
総
勢
１
５
０
人
の
方
々
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
総
会
で
は
、
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
副
幹
事
長
の
活
動
報

告
・
活
動
予
定
の
紹
介
に
続
き
、

石
塚
総
務
課
長
が
川
添
町
長
の
祝

辞
を
代
読
、
濵
上
議
会
議
長
に
よ

る
長
島
町
の
現
状
報
告
や
将
来
へ

の
展
望
の
話
に
皆
さ
ん
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会(

演
芸
会)

は
、
後
藤
名
誉
会
長
に
よ
る
乾
杯

の
音
頭
で
は
じ
ま
り
、
事
前
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
歌
や
踊
り
、
飛

び
入
り
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
一
緒

に
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
長
島
音

頭
、
鹿
児
島
お
は
ら
節
、
そ
の
他

た
く
さ
ん
の
民
謡
で
盛
り
上
が
っ

た
後
、
今
回
も
お
楽
し
み
抽
選
会

を
行
い
ま
し
た
。
第
12
回
目
の
総

会
を
皆
さ
ん
に
楽
し
く
喜
ん
で
い

た
だ
き
、
盛
会
に
終
了
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
の
雰
囲
気
も
最
高
潮
に
達

し
た
こ
ろ
、
江
ロ
信
幸
顧
問
に
よ

る
音
頭
取
り
で
万
歳
三
唱
、
金
磯

幹
事
長
の
閉
会
宣
言
の
後
、
来
年

６
月
（
予
定
）
の
再
会
を
約
束
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
や
出
席
者
全
員
に
お
渡

し
し
た
、
長
島
町
の
匂
い
・
味
の

溢
れ
る
お
土
産
品
や
善
意
の
こ

も
っ
た
賞
品
等
々
、
こ
の
試
み
に

賛
同
、
ご
寄
付
い
た
だ
ま
し
た
長

島
町
を
は
じ
め
、
長
島
町
議
会

議
員
の
皆
様
、
長
島
研
醸
様
、
筑

前
農
園
様
、
奄
美
旅
行
セ
ン
タ
ー

様
、
役
員
幹
事
一
同
様
に
は
あ
ら

た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

関
西
長
島
会
も
、
町
の
合
併
に

相
応
し
て
関
西
あ
ず
ま
会
と
合

同
し
、
新
生｢

開
西
な
が
し
ま
会

｣

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
来
年
６
月
ご
ろ

予
定
の
第
１
回｢

関
西
な
が
し
ま

会
」
は
今
年
同
様
、
同
年
・
知
人

等
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
多
く

の
方
々
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

｢

広
報
な
が
し
ま｣

の
紙
面
を

お
借
り
し
て
、
12
年
間
支
え
て
く

れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
応
援
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
々
、
長
い
間
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

終
わ
り
に
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
し

て
、
お
礼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま

す
。

関
西
長
島
会
々
長　

武
元　

吉
盛

る
場
合
は
、
葉
が
枯
れ
て
か
ら
の

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

水
仙
は
、
10
月
下
旬
ご
ろ
か

ら
葉
が
出
て
、
早
い
と
こ

ろ
で
は
12
月
中
旬
ご
ろ
に
は
花
が

咲
き
は
じ
め
ま
す
。
花
を
美
し
く

見
る
た
め
に
は
、
葉
が
出
は
じ
め

る
前
に
除
草
し
て
お
い
た
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。
花
が
枯
れ
て
も
、

球
根
に
養
分
を
蓄
え
る
時
期
が
あ

り
ま
す
の
で
、
葉
が
枯
れ
る
ま
で

は
刈
り
取
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

広
報
10
月
号
で
「
彼
岸
花
の

球
根
を
探
し
て
い
ま
す
」

と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
本
町
出

身
で
関
西
在
住
の
方
か
ら
「
彼
岸

花
の
球
根
が
必
要
な
ら
送
り
ま

す
」
と
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
葉
が
枯
れ
て
か
ら
送
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
島
を
離
れ
、
遠
い
地
に
お
ら

れ
て
も
、
ふ
る
さ
と
長
島
の
こ
と

を
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
へ

ん
喜
ん
で
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

景
観
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
役
場
事
業
推
進
課

景
観
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
２
６
６

新
生
『
関
西
な
が
し
ま
会
』
発
足
へ
最
後
の
総
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
12
回
関
西
長
島
会
総
会
の
報
告

↓参加者全員で記念撮影
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町
で
は
平
成
19
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く

じ
助
成
事
業
）
で
、
町
内
21
の
自

治
公
民
館
や
役
場
な
ど
計
26
カ
所

に
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
夜
間
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
住
民

や
、
学
生
の
通
学
路
を
守
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
夜
間
で
も
道
路

が
明
る
く
な
り
、
安
心
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
を
交
通
事
故
等
か
ら
守
る

防
犯
灯
整
備
の
事
業
費
は
、
宝
く

じ
の
収
益
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。

産
業
・
福
祉
・
健
康
ま
つ
り

「
長
島
フ
ェ
ス
タ
」
を
12

月
９
日
、
長
島
町
総
合
町
民
体
育

館
で
開
催
し
ま
す
。

　

新
鮮
な
野
菜
や
魚
介
類
、
福
祉

用
品
な
ど
の
出
展
・
展
示
な
ど
が

あ
る
ほ
か
、
野
菜
の
品
評
会
、
健

康
状
態
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
行
わ
れ

ま
す
。

【
日
時
】

平
成
19
年
12
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

長
島
町
総
合
町
民
体
育
館

近
年
、
地
方
へ
の
移
住
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
島
は
他
の
地
域
に
な
い

魅
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
中
で
育
ま
れ
る
生
活
、
個
性

的
な
文
化
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
、
す
で
に
都
会
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た

も
の
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
は
魅
力
的
な

島
々
が
、
大
集
合
す
る
年
に
一

度
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
本
町
も

ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

産業  福祉  健康まつりコミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）

家族そろって健康づくり

みんなで話し合い村づくり
町内 26 カ所に防犯灯設置

関東在住の方必見　　　アイランダー 2007

◎日時　平成 19 年 11 月 24 日（土）・25 日（日）
　　　　午前１０時～午後６時（２日目は午後５時まで）
◎場所　池袋サンシャインシティ
　　　　文化会館２階　展示ホールＤ
　　　　東京都豊島区池袋３－１　
◎問い合わせ先
　　　　アイランダー 2007 実行委員会　℡ 03-3406-7545

全国の島々が集る総合イベント

長島・諸浦島・伊唐島・獅子島も出展

生簀に生かされた魚類の直売

今年度設置された防犯灯

ながしま 10広報



agriculture

　

農
業
用
の
使
用
済
み
と
な
っ
た

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
次
の
と
お

り
回
収
し
ま
す
。

　

回
収
費
用
は
、
１
㌔
15
円
で

す
。
昨
年
よ
り
18
円
安
く
な
り
ま

し
た
。
１
梱
包
は
長
さ
１
㍍
、
重

回　収　日 回　収　時　間 回　収　場　所

12月４日（火）
午前７時 30分～

午前 10時

伊唐大橋手前駐車場

山門野中央集荷所

ＪＡ東事業所バレイショ選果場

田尻公民館

12月５日（水）
午前７時 30分～

午前 10時

萩之牟礼ほ場整備地区の空き地

小浜海水浴場駐車場

ＪＡ長島事業所バレイショ選果場

汐見漁港物揚げ場

◎梱包するときは、長さ１ｍ、重さ１０ｋｇ程度とし、異物が混じ
らないようにしてください。
◎当日が雨天の場合は、延期します。

 

さ
10
㌔
程
度
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
済
み
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
を
、
山
林
や
河
川
に
捨
て
る
と

処
分
さ
れ
ま
す
。
使
っ
た
農
家
自

ら
の
責
任
で
、
正
し
く
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

●ポリマルチの梱包方法

①土や砂などの異物を取り除きます。

②約１ｍ間隔の木杭にポリマルチを巻きつけます。

③３カ所を結束します。

昨
年
よ
り
18
円
安
く
回
収
し
ま
す

長
島
町
農
業
委
員
会
で
は
、

遊
休
農
地
や
農
地
の
無
断

転
用
を
防
止
す
る
た
め
、
町
内
一

円
を
４
班
に
分
け
て
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
畑
地
に
は
、
ほ

と
ん
ど
遊
休
農
地
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
水
田
に
お
い
て
は
農

業
機
械
の
入
ら
な
い
場
所
や
水
不

足
な
ど
の
理
由
で
遊
休
水
田
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

山
間
部
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
も
一
部
で
み
ら
れ
、
担
当
農

業
委
員
が
今
後
、
指
導
し
て
い
く

計
画
で
す
。

鷹
巣
の
菅
牟
田
地
区
に
あ
る

試
験
ほ
場
で
、
今
年
も
早

春
馬
鈴
薯
の
作
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
で
３
年
目
と
な
り
、

病
害
ほ
場
で
あ
っ
た
畑
が
、
作
付

体
型
・
施
肥
の
方
法
・
ソ
ウ
カ
病

対
策
等
に
取
り
組
み
、
年
々
収
穫

量
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
作
付
け
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
来
春
、
本
誌
に
て
報
告
し

ま
す
。

山間部に廃棄物の不法投棄
　農業委員が指導していきます

試験ほ場で作付け作業をする農業委員
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町
長
動
静　

10
月

１
日　

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
理
事
会
（
幣
串
）

２
日　

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　

国
土
交
通
省
鹿
児
島
港
湾
空
港
整
備
所
長
来
庁
あ
い
さ
つ

（
指
江
庁
舎
）

３
日　

薩
摩
川
内
支
局
管
内
戸
籍
事
務
協
議
会
研
修
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

５
日　

子
牛
せ
り
市
（
出
水
市
）

　
　
　

北
薩
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
（
出
水
市
）

６
日　

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
化
石
発
掘
ｉ
ｎ
獅
子
島
（
葛
輪
）

７
日　

幣
串
小
・
幼
稚
園
運
動
会
（
幣
串
）

８
日　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出
発
式
（
出
水
市
）

10
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

11
日
‐
12
日　

県
町
村
会
定
期
総
会
及
び
町
村
長
研
修
会

（
知
名
町
・
和
泊
町
）

14
日　

自
治
公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

17
日
‐
19
日　

全
国
漁
港
漁
場
大
会
（
富
山
県
）

22
日　

県
庁
陳
情
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
会
議
（
出
水
市
）

23
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

24
日
‐
25
日　

省
庁
陳
情
（
東
京
都
）

26
日　

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
陳
情
（
鹿
児
島
市
）

27
日　

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
開
会
式
（
太
陽
の
里
）

　
　
　

長
島
町
総
合
文
化
祭
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

29
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

30
日　

故
金
丸
三
郎
氏
出
水
市
市
葬
（
出
水
市
）

31
日　

県
戦
没
者
追
悼
式
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
上
期
定
期
監
査
（
鹿
児
島
市
）

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間
の
合
計

額
と
、
そ
の
年
給
与
総
額
に
対
す

る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が

普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の

過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
「
年
末

調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税

を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶
養
親

族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し

く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
分
か
ら
定
率

減
税
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

出
水
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

℡
０
９
９
６
‐
６
２
‐
０
１
７
１

鹿
児
島
税
務
相
談
室

℡
０
９
９
‐
２
５
５
‐
８
１
１
８

家屋等の抹消申請
　家屋等の取り壊しなどされた場合
は、課税台帳家屋抹消申請をお願い
します。
　抹消申請をしていない物件は、現
に家屋がなくても課税される恐れが
ありますので、取り壊し等された場
合は、必ず抹消申請書を提出してく
ださい。

納税義務者の変更
　納税義務者の死亡や土地の売買・
交換等で納税義務者の変更があった
場合は、納税義務者変更申請書の提
出をお願いします。
　変更申請をしていない場合は、申
請する前の義務者に課税されますの
で、変更があった場合は申請書を必
ず提出してください。
※年内に登記名義人を変更される場
合は不要です。
　申請用紙は、それぞれ長島町役場
税務課または指江庁舎総合管理課に
あります。

　  　　　固定資産税（４期）
11 月は　国民健康保険税（５期）　の納付月です。
　　  　　介護保険料（５期）
　　　　『納付期限は 11月 30 日（金）』
　　　
　口座振替の方は、11月 26 日（月）に口座引落をしますので、　
　預金残高等の確認をお願いします。   

Tax News税だより
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

楽
園  

上

宮
部  

み
ゆ
き  

著

ホームレス中学生
田村  裕  著

フリーライター前畑滋子のもとに奇妙な調査依頼が舞い込ん

だ。そして、16年前に起きた、少女殺人事件の全貌が明らか

になる！

麒
麟
・
田
村
の
せ
つ
な
面
白
い
公
園
生
活
。
13
歳
の
と
き
に
突
然

住
む
家
を
無
く
し
、
近
所
の
公
園
に
一
人
住
む
よ
う
に
な
っ
た
田

村
少
年
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
飢
え
を
し
の
い
だ
日
々
や
、
い
つ
も
見

守
っ
て
く
れ
た
亡
き
母
へ
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
貧
乏
自
叙
伝
。 

秋
高
し
風
車
の
巨
塔
島
を
縫
ふ　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

余
生
と
は
余
白
の
如
し
日
向
ぼ
こ　
　
　
　

平
山　

風
鳥

菜
畑
の
色
を
深
め
て
雨
来
た
る　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

満
月
の
靴
音
つ
れ
て
帰
り
道　
　
　
　
　
　

平
山　

勝
子

ば
っ
た
と
ぶ
島
の
児
童
の
記
録
会　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

女
郎
花
死
後
に
賜
る
名
の
あ
り
て　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

秋
の
蜂
墓
参
の
花
も
そ
こ
そ
こ
に　
　
　
　

関　

佳
代
美

鳶と
び

の
輪
の
二
巡
三
巡
草
紅
葉　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

も
ぎ
た
て
の
熟
れ
し
ト
マ
ト
の
朝
露
を

　
　
　

拭
ひ
き
ざ
み
て
孫
に
食
す
娘　
　
　

岩
下　

ち
江

精
一
杯
島
の
道
端
に
咲
く
野
菊

　
　
　

通
る
車
に
あ
ほ
ら
れ
て
揺
る
る　
　

岩
下
ふ
さ
よ

コ
ス
モ
ス
は
視
界
果
つ
る
ま
で
咲
き
満
ち
て

　
　
　

生
駒
高
原
に
秋
き
わ
ま
れ
り　
　
　

岩
冨
八
代
子

わ
が
里
に
稔
り
し
稲
は
果
て
と
な
り

　
　
　

峡か
い
だ田
は
静
け
く
冬
を
迎
ふ
る　
　
　

米
尾　

和
子

有
明
の
月
は
山
端
に
か
か
り
ゐ
て

　
　
　

鳴
く
虫
の
音
も
途
切
れ
と
ぎ
れ
に　

中
山
タ
マ
エ

遠
浅
の
浜
に
海
鳥
集
ひ
来
て

　
　
　

満
ち
く
る
波
に
飛
び
立
ち
光
る　
　

浜
田
美
代
子

這
い
這
い
を
覚
へ
し
曾
孫
の
聡さ

と

き
顔

　

亡つ

ま夫
あ
ら
ば
何
如
に
愛
し
ま
ん
も
の
を　

浜
畑　

松
枝

夜
香
木
師
に
い
た
だ
き
て
十
余
年

　
　
　

晩
夏
の
庭
に
香
り
流
れ
る　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

長
く
病
む
わ
れ
を
立
た
す
と
松
葉
杖

　
　
　

作
り
て
く
れ
し
父
の
面
顕た

つ　
　
　

本
田　

幸
子

天
草
の
島
の
夕
映
え
せ
ま
る
こ
ろ

　
　
　

家
路
を
急
ぐ
心
満
ち
つ
つ　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

形
見
な
る
夫
の
背
広
が
良
く
似
合
ふ

　
　
　

年
頃
と
な
り
吾
子
は
着
て
ゆ
く　
　

松
元　

睦
子

薬
草
に
と
亡は

は母
が
植
へ
た
る
ア
ロ
エ
の
葉

　
　
　

の
ば
す
我
が
手
に
刺と

げ

あ
ら
あ
ら
し　

吉
田　

映
子

短
歌

命
こ
そ
大
切
な
の
よ
無
駄
に
せ
ず

　
　
　

努
力
す
る
な
ら
良
い
事
有
や　
　
　

町
田　

末
則

古
し
元
の
つ
わ
も
の
共
が
夢
の
あ
と

　
　
　

語
り
継
が
れ
て
風
林
火
山　
　
　
　

鶯
出　

成
人

俳
句

通
院
も
余
生
の
日
課
鰯
雲　
　
　
　
　
　
　

川
添　

行
秋
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長
島
町

　
　
　

成
人
式
を
開
催

 

青
少
年
の
日

　
　

家
庭
の
日
を
推
進

 

裁
判
員
制
度

　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

 

出
水
養
護
学
校

　
　
　
　

学
習
発
表
会

　

平
成
20
年
長
島
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

平
成
20
年
１
月
４
日(

金)

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
場
所

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象
生
年
月
日

昭
和
62
年
４
月
2
日
か
ら

昭
和
63
年
４
月
1
日
ま
で

●
会
費　

１
、０
０
０
円

　

記
念
写
真
、
記
念
品
の
贈
呈
が

あ
り
ま
す
。

●
案
内
状

11
月
中
旬
発
送

　

成
人
式
に
は
、
新
成
人
者
で
長

島
町
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る

方
、
町
外
居
住
者
で
あ
っ
て
も
町

内
の
中
学
校
を
卒
業
し
家
族
が
長

島
町
に
居
住
し
、
郵
便
が
届
く
方

を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
の
方
は
、
主
催
者
の

側
で
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

以
外
の
方
で
も
出
席
し
た
い
方
、

当
然
案
内
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
案

内
状
が
届
か
な
い
方
は
、
社
会
教

育
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
９
９
６-

８
６-

１
１
１
１

　

出
水
養
護
学
校
で
は
、
第
８
回

学
習
発
表
会
を
12
月
２
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
日
ご
ろ
の
学
習

の
成
果
を
総
合
的
に
発
表
す
る
場

で
あ
る
こ
の
発
表
会
を
、
保
護
者

だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
特
別
支
援

学
校
に
つ
い
て
の
理
解
啓
発
を
行

う
も
の
で
す
。

　

劇
・
音
楽
・
ダ
ン
ス
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

平
成
19
年
12
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
25
分
〜

●
場
所

出
水
養
護
学
校
体
育
館

　

県
で
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
を

「
青
少
年
育
成
の
日
」、
第
３
日
曜

日
を
「
家
庭
の
日
」
と
定
め
、
市

町
村
お
よ
び
関
係
機
関
、
団
体
等

と
綿
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

運
動
の
一
環
と
し
て
そ
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

●
青
少
年
の
日

　

鹿
児
島
の
古
く
か
ら
の
伝
統
で

あ
る
地
域
で
青
少
年
を
育
て
る
気

風
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
郷

土
に
根
ざ
し
た
育
成
に
努
め
る
た

め
、
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域

等
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
推
進

し
、
関
係
施
設
の
実
行
を
期
す
る

た
め
の
契
機
と
し
て
、
毎
月
第
３

土
曜
日
を
青
少
年
育
成
の
日
と
し

て
制
定
し
ま
し
た
。

●
主
な
活
動
内
容

①
郷
土
に
学
び
・
育
む
青
少
年
運

動
の
趣
旨
に
沿
っ
た
諸
活
動
の
推

進②
非
行
防
止
活
動
の
推
進

③
社
会
環
境
浄
化
活
動
の
推
進

●
家
庭
の
日

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、
人
格
形
成
の
基
盤

で
あ
る
家
庭
環
境
の
重
要
性
に
か

ん
が
み
、
全
て
の
家
庭
が
円
満
で

明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
よ
う
、
広

く
県
民
の
自
覚
と
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を

家
庭
の
日
と
し
て
制
定
し
て
い
ま

す
。

●
実
施
内
容

　

家
庭
に
お
い
て
、
青
少
年
を
中

心
に
家
庭
だ
ん
ら
ん
の
１
日
を
過

ご
す
よ
う
努
め
ま
す
。

　

各
家
庭
へ
の
普
及
・
啓
発
お
よ

び
体
験
活
動
等
の
積
極
的
な
取
組

に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？
み
ん
な
が

参
加
す
る
裁
判
。

　

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
裁
判
員

制
度
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

平
成
19
年
12
月
２
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
会

●
場
所

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

●
内
容

裁
判
官
に
よ
る
制
度
説
明
、
ビ
デ

オ
上
映
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
等

●
参
加
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
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INFORMATION

 

最
低
賃
金

　

時
間
額
６
１
９
円
に

 

小
児
救
急

　
　

電
話
相
談
の
実
施

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
川
内
支
部

℡
０
９
９
６
‐
２
２
‐
２
１
５
４

　

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
平

成
19
年
10
月
26
日
か
ら
時
間
額

６
１
９
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
別
に
定
め
る
産
業

別
最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当
す
る

場
合
は
、
当
該
賃
金
も
適
用
さ
れ

ま
す
。

●
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

る
産
業

・
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス

製
造
業

時
間
額
６
６
８
円

・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額
６
５
２
円

・
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

時
間
額
６
７
２
円

●
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局　

賃
金
室

℡
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
９
９
‐
２
１
４
‐
９
１
７
５

川
内
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
９
９
６
‐
２
２
‐
３
２
２
５

　

夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
さ
ん
の

急
な
病
気
に
つ
い
て
、
看
護
師
等

が
応
急
処
置
や
医
療
機
関
の
受
診

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
助
言

を
行
う
「
鹿
児
島
県
小
児
救
急
電

話
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
対
象
者　

概
ね
15
歳
未
満

の
子
ど
も

●
受
付
時
間

午
後
７
時
〜
11
時
（
毎
日
対
応
）

●
相
談
窓
口
の
電
話
番
号

＃
８
０
０
０
番

●
問
い
合
わ
せ
先

県
保
健
医
療
福
祉
課

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
６
９
３

　

本
町
で
は
、
12
月
５
日
水
曜
日
、
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
長
島
町
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
と
長
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
人

権
相
談
を
行
い
ま
す
。
家
庭
間
の
問
題
、
財

産
・
相
続
の
問
題
・
差
別
・
い
じ
め
な
ど
の

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　平成 19年 12 月 5日（水）　午前 10時～午後 3時
　○長島町開発総合センター　１階　老人室
　　相談にあたる人権擁護委員
　　　餅原美榮子 委員　　浦底　和男 委員
　○長島町保健センター
　　相談にあたる人権擁護委員
　　　大堂　英之 委員　　町口　昭弘 委員
　　　山本　定満 委員

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　鷹巣診療所では、患者さんの待ち時間の短

縮、医療事故防止対策のため、12 月１日か

ら医薬分業を導入することになりました。

　医薬分業とは、外来で受診された患者さん

へ院外処方せんを発行し、患者さんは希望す

る保険薬局で薬を受け取る制度です。

　一部不自由をおかけする点もありますが、

この制度をご理解いただき、ご協力をお願い

します。

鷹巣診療所が医薬分業を導入
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風車の直径  出力ともに国内最大級
風車の直径 92 ㍍　年間予想発電量約１億 kw
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九
州
電
力
と
九
電
工
が
出

資
す
る
長
島
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル

が
、
長
島
本
島
の
丘
陵
地
帯

に
建
設
を
進
め
て
い
る
風
力

発
電
の
ブ
レ
ー
ド
（
羽
）
の

取
り
付
け
が
始
ま
り
ま
し

た
。
風
車
の
直
径
、
出
力
と

も
に
国
内
最
大
級
で
す
。

　

10
月
14
日
に
１
基
目
の
作

業
が
行
わ
れ
、
25
日
に
は
、

毎
床
牧
場
付
近
で
２
基
目
の

ブ
レ
ー
ド
設
置
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
巨
大
な
ブ
レ
ー

ド
が
３
本
組
み
合
わ
さ
れ
、

約
60
㌧
の
物
体
が
大
型
ク

レ
ー
ン
で
地
面
か
ら
ゆ
っ
く

り
吊
り
上
げ
ら
れ
、
約
２
時

間
か
け
て
高
さ
70
㍍
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
る
支
柱
最
上
部

の
発
電
機
部
分
に
取
り
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
風
景
は
、
町
内

の
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
、
遠
く
は
阿
久

根
市
内
か
ら
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ブ
レ
ー
ド
の
設
置
が
す
べ

て
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
長
島

の
風
景
も
一
変
し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

風車の概要
風車の直径　　　９２ｍ

支柱の高さ　　約７０ｍ

支柱＋ローターの高さ

　　　　　　　１１６ｍ

建設基数　　　　２１基

合計出力　　    50,400kw

年間予想発電量

　　　　　　  約１億 kw

　　（30,000 世帯相当）

風力発電設備

　　　　　三菱重工業製

※風車は風速７０ｍに耐

えられる設計で、３㍍で

発電を開始、２５㍍を超

えると停止する

→毎床牧場から出水方面を望む。
右側には建設中の風車があり、左
下にはたくさんのブレードが仮置
きされている

↓２基目のブレード設置作業。大きな
風車がゆっくりとつり上げられる
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まちの話題

的交流  資源の活用法など模索
獅子島の漁業を考えるフォーラム

熱受け継ぎ後世へ
波戸内さんの歌碑建立

竜の化石を見つけたい
わくわくドキドキ化石発掘ｉｎ獅子島

　10 月 5 日と 6日の２日間、獅子島の漁業を考える
フォーラムｉｎ幣串が幣串漁村センターを拠点として
ありました。
　幣串の地区民と鹿児島大学の学生らが参加したこの
フォーラム。吾智網や刺し網、タコツボ漁などの漁業
体験や地元料理実習、討論などで交流を深めました。
　フォーラムに参加した地区民は、島外者との交流の
中で自分たちにない視点をもらいながら、人的交流の
方法、資源の活用法などを模索していました。

　行人岳山頂の森林公園駐車場に歌碑が
建立され、10 月 22 日、除幕式が行われ
ました。
　建立された碑には、今年１月に 83 歳
で亡くなられた波戸内美佐保さん（杉ノ
段）の歌「花嫁の母とよばれて拍手わく
中に花束うけつつゐたり」が刻まれてい
ます。この歌は昭和 53 年の宮中歌会始
の儀で入選された作品です。
　式には、長島短歌会や町文化協会会員
らが出席。波戸内さんをしのび、短歌へ
の情熱を受け継ぐことを誓いました。
　波戸内さんの次男、鈴木謙次さん（59）
は「文化のことになると生き生きしてい
た。こんなに良い場所に建ててもらって
ありがたい」と感謝されていました。

　貝の化石み～つけた―。わくわくドキドキ化石発掘
ｉｎ獅子島が 10 月 6 日、７日の２日間、化石の島獅
子島で開催されました。
　両日とも日帰りの 100 人限定で行われ、県内各地
から家族連れが参加。二枚貝や巻貝などの化石発掘や
貝化石のレプリカを作成しました。
　化石の発掘を体験した子どもたちは「次は恐竜の化
石を見つけたい」と夢を膨らませていました。

情

人

恐

↑絶景を望める場所に建立された歌碑

↓タコの日干しを体験する参加者

↑化石の発掘体験。岩のデコボコはすべて化石
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

形とお話ししてルール学ぶ
ひまわり号による交通安全教室

まきから脱穀までやり遂げる
川床小が稲刈り・脱穀体験

イレベルな音色を堪能
出水中央高校吹奏楽部演奏会

↑息の合った迫力あふ
れる演奏を披露

←楽しいダンスで盛り
上がるステージ

　県警本部の交通安全指導車「ひまわり号」が 10 月
23 日、まこと保育園と城川内小学校にやってきまし
た。
　まこと保育園の園児たちは、腹話術人形との会話を
通して「道路に急に飛び出さない」など、楽しく交通
ルールを学んでいました。

　川床小学校（大薗一法校長）の５年生 21 人は 10
月中旬、田んぼに出て稲刈りと脱穀を体験しました。
　６月に苗を植えつけ順調に成長してきた稲を、10
日に児童たちがかまで刈り取り、18 日に脱穀しまし
た。同校は、小坂の原口秀昭さん（63）の協力をも
らいながら、種まき・田植え・稲刈り・脱穀と一連の
作業を年間通して行ってきました。
　収穫したお米は、宿泊学習やＰＴＡ活動などで有効
利用される予定です。

　出水中央高校吹奏楽部演奏会が 10 月 20
日、長島町文化ホールで開催されました。当
日は多くの町民が来場され、800 席のホール
がほぼ満席となる盛況ぶりでした。
　演奏会は、『Ｇ１ファンファーレ』で幕を
開け、ポピュラ－・ミュ－ジックや踊りなど
変化に富んだステ－ジとなりました。特に『学
園天国』『勝手にシンドバッド』では、身体
を動かした楽器演奏がおくられ、会場からは
大きな拍手が沸きあがり、約２時間の演奏が
とても短く感じるほど素晴らしいコンサート
となりました。
　同校は日本管楽合奏コンテスト全国大会に
九州代表として出場して「最優秀賞」を受賞。
全国高校トップの実力に成長されています。

種

ハ

人

↓衝突実験で交通事故の怖さを実感する園児たち

↑脱穀作業に一汗。自分たちでつくったお米はおいしいよ
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まちの話題

学生 150 人が古代の生活体験小 第14回長島古墳まつり

枚おろしにチャレンジ
かんたんブリ料理講座

床上Ｂが２連覇達成川 自治公民館対抗グラウンドゴルフ大会

　古墳の島「長島」で太古の世界を体験しよう―。長
島島援隊（濱田孝一隊長）が主催する第 14 回長島古
墳まつりが 10 月 21 日、長島風車公園でありました。
　祭りには町内の小学生約 150 人が参加。いにしえ
より今日を築きあげてきた先人たちの偉業をしのび、
その礼を慰める「鎮魂」の儀式が行われた後、児童た
ちは火おこしやマガ玉づくり、弓矢や操作など大昔の
生活の大変さを体験をしました。

　川床中学校（齊藤眞校長）は 10 月 17 日、
総合的な学習の時間に『かんたんブリ料理講
座』を開きました。
　この講座は、東町漁協養殖業者会（馬場教
治会長）の協力を得て実施されたもので、郷
土と文化を学ぶ学級の24人が参加しました。
　生徒たちは、ブリ養殖の現状や課題などの
講話を聞いた後、ブリのさばき方やブリレシ
ピに挑戦。慣れない手つきで５㌔近いブリに
包丁を入れ、しめブリやブリのたたき、ブリ
グラタンなどを調理しました。
　３枚おろしにチャレンジした出来真郷君
（３年）は「ブリ料理はたたきが好き。ヌル
ヌルして難しかった」と話していました。

　第２回長島町自治公民館対抗グラウンドゴルフ大会
が 10 月 14 日、川床コミュニティ運動場で開催され
ました。
　大会には、公民館で構成する 57 チームが出場し、
団体戦と個人戦で優勝が競われました。見事、団体戦
を制したのは川床上Ｂチームで、昨年に続き２連覇を
達成しました。大会の結果は次のとおりです。
団体戦【優勝】川床上Ｂ　【２位】田尻Ａ　【３位】茅屋Ｃ　
個人戦【優勝】前田俊治（葛輪 )　【２位】牧　初男（市来崎）

【３位】豊田成之（山中）　

↑背骨が当たってなかなか包丁が通らないな

↓神輿を担いで祭りの雰囲気を盛り上げる

↑ピンめがけて飛んでいけ

３
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

憶の風化を懸念
長島町戦没者追悼式

り人のマナー問われる釣 飛べないウミネコを救出

強い音色が響き渡る力 第２回長島町総合文化祭

記

↑笑顔を絶やさず、か
わいらしく、かっこよ
く踊ったよ

←体育館いっぱいに展
示された作品

　長島町戦没者追悼式が 10 月２日、長島町文化ホー
ルでありました。年を重ねるごとに進む、戦争体験者
や遺族の高齢化。本町が発展をとげる一方で、記憶の
風化が一層懸念されます。参加者たちは、戦没者に対
し黙とうを捧げ、献花してなくなった人を悼み、平和
への思いを新たにしました。

　10 月 13 日、弱って飛べなくなり救助されていた鳥
が自然界に戻されました。
　宮ノ浦の港で石田亮勇さん（26）が 11 日、釣具を
飲み込み動けなくなったウミネコを発見。役場へ連絡
して職員と救助し、町内の動物病院へ搬送しました。
　病院も無料で治療にあたっていただき、２日後には
様態が改善したことから、薄井漁港沖の無人島に放さ
れました。
　これはマナーの悪さによって起きた事故です。釣り
をするときはルールを守りましょう。

　第２回長島町総合文化祭が 10 月 27 日、
28 日の２日間、長島町文化ホールとＢ＆Ｇ
海洋センター体育館で開催されました。
　文化ホールで行われた舞台部門では、竹太
鼓や樽太鼓、五つ太鼓の力強い音色がホール
いっぱいに響き渡り、お遊戯や日舞、フラダ
ンスなど華麗な舞が披露されました。
　体育館の展示部門では、町内の学校から出
品された書道や絵画、文化協会会員らの盆栽、
陶芸、華道などがところ狭しと展示され、来
場者の目を楽しませました。
　このほかお茶やうどん、そばなども振舞わ
れ、この日の文化ホール周辺は、文化の香り
漂う１日となりました。

↓慰霊碑に献花する参加者

↑食欲がもどりキビナゴを食べるウミネコ
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（　）内は前月比

人　口　 11,983( ± 0)
男　性　　5,773(      4)
女　性　　6,210(    -4)
世　帯　　4,370( ± 0)

平成 19 年 10 月 31 日現在

■編集後記▽ 11 月は休日
のたびにイベントが催さ

れ、誰に聞いても「忙しい」

という答えが返ってきま

す。来月はもう師走です。

忙しいまま年を越してしま

う方も多いことでしょう。

温度差が激しく、体調管理

が難しいですが、風邪やイ

ンフルエンザの季節です。

十分な休養とうがい手洗い

を心がけましょう。（濱口）

　
「
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
と
夜

中
で
も
鶏
舎
へ
駆
け
つ
け
て

い
ま
し
た
」―
。
そ
う
話
す

の
は
馬
込
の
下
茂
善
治
さ
ん

（
54
）。
平
成
19
年
６
月
、
特
許
第

３
９
７
７
８
５
５
号
『
換
気
装
置

お
よ
び
そ
れ
を
備
え
た
鶏
舎
』
で

特
許
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
茂
さ
ん
は
、
開
放
型
鶏
舎
か

ら
縦
型
換
気
の
鶏
舎
に
移
行
す
る

た
め
、
構
想
か
ら
６
年
か
け
て
換

気
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

ひ
よ
こ
か
ら
出
荷
さ
れ
る
ま
で

に
約
50
日
か
か
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の

飼
育
は
、
温
度
調
節
や
酸
素
量
の

調
整
が
難
し
く
、
１
日
の
失
敗
も

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
下
茂
さ

ん
は
大
型
の
フ
ァ
ン
が
自
動
で
動

い
た
り
止
ま
っ
た
り
す
る
の
に
対

し
て
、
大
小
５
つ
の
入
気
口
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
開
閉
す
る
シ
ス
テ
ム

を
考
案
し
、
自
分
の
鶏
舎
に
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
『
換
気
装
置

お
よ
び
そ
れ
を
備
え
た
鶏
舎
』
で

す
。

　

こ
の
装
置
を
取
り
付
け
て
か
ら

約
１
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
換
気

の
負
担
か
ら
開
放
さ
れ
、
気
持
ち

と
と
も
に
体
も
楽
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　

下
茂
さ
ん
は
こ
の
装
置
を
完
成

さ
せ
る
ま
で
に
、
青
森
や
ア
メ
リ

カ
な
ど
に
も
研
修
に
行
き
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
理
想
の
鶏
舎
に
は

出
会
え
ず
、
自
作
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

最
初
か
ら
「
特
許
が
取
れ
る
の

で
は
」
と
の
思
い
が
あ
り
、
人
に

の
が
で
き
た
。
使
っ
て
も
ら

い
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
す
る

こ
と
が
で

き
ず
苦
労

が
耐
え
な

か
っ
た
よ

う
で
す
。

　

鶏
舎
だ
け
で
な
く
、
生
き
物
す

べ
て
の
管
理
に
使
え
る
と
い
う
下

茂
さ
ん
は
「
自
分
な
り
に
良
い
も

→
大
型
フ
ァ
ン
（
右
）
の
動
き
に
合
わ

せ
て 

小
窓
（
左
上
）
が
自
動
で
開
閉

す
る
鶏
舎

下茂善治さん

理　
 

想
を
追
求
し
６
年
か
け
て
特
許
取
得

ながしま 22広報





　

10
月
９
日
の
午
後
、
本
町
西
側

の
東
シ
ナ
海
に
竜
巻
と
み
ら
れ
る

現
象
が
相
次
い
で
目
撃
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
後
零
時
す
ぎ
、
指
江
の
長
島

分
遣
所
に
住
民
か
ら
「
竜
巻
が
見

え
る
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
職
員

が
確
認
す
る
と
、
指
江
港
の
沖
合

い
に
上
空
の
雲
が
海
水
を
吸
い
上

げ
る
渦
が
見
え
ま
し
た
。
ま
も
な

く
指
江
の
林
に
上
陸
後
、
消
滅
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
台
風
15
号
が
弱
ま
っ

た
温
帯
低
気
圧
が
接
近
し
て
お

り
、
同
様
の
現
象
が
午
後
２
時
と

３
時
ご
ろ
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
カ
ニ
ズ
ム

　

竜
巻
の
発
生
過
程
は
、
ま
だ
明

確
に
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
回
転
す
る
積
乱
雲
（
親
雲

と
い
う
）
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
台
風

の
接
近
に
伴
っ
て
竜
巻
が
多
発
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
通
常

は
親
雲
か
ら
１
個
の
竜
巻
が
発
生

す
る
だ
け
で
す
が
、
時
に
は
最
初

の
竜
巻
が
消
滅
し
た
後
に
第
２
第

３
の
竜
巻
が
続
け
て
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
大

陸
で
は
こ
う
し
た
連
続
発
生
が
し

ば
し
ば
見
ら
れ
、
６
個
連
続
発
生

し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

指
江
港
沖
に
竜
巻
発
生

↑東シナ海に発生した竜巻。本町職員が撮影



日 月 火 水 木 金 土
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お知らせカレンダー
広報ながしま12月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。

【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

  11/２５   11/３０ １

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

  11/２６   11/２７   11/２８   11/２９

３０ ３１

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■資源ごみ古紙（旧長島）

○長島クリニック88-6405
○よしもと歯科クリニック 75-3333

□うらくぼ薬局 82-2539

□本町薬局 73-3233

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎母子相談
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）

●高尾野病院 82-3113

●高尾野医療センター 82-0017

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○水野歯科医院 82-0064

□メープル薬局 62-9292

□マリン薬局米ノ津店 67-5002

□神川薬局本店 72-0170

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎機能訓練
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（長生園）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○中島歯医院 82-0020

□さくらんぼ薬局 68-7000

□あかせがわ調剤薬局 72-5959

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●北国医院 72-0016

●出水総合医療センター 67-1611

◎ＢＣＧ
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎健康相談
（保健センター）

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎ 3 歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診

（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

　　　　　天皇誕生日

○飯尾医院 88-5040
○こじま歯科医院 63-4618

□めぐみ薬局 825551

□ひまわり薬局 62-6070

□緑調剤薬局阿久根店 72-3388

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

　　　　　振替休日

○平尾診療所 88-2595
○塩山歯科医院 62-2634

□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800

□すくすく薬局 72-5010

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎機能訓練
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 1.6 歳児健診
◎ 2・2.6 歳児歯科検診
（保健福祉センター）

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）
■びん・有害　　（旧東）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
（保健センター）

◎心配ごと相談
（長生園）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
□中央薬局 73-2907

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

● 12月 23日は天皇誕生日です。
　天皇誕生日は、今上天皇（在位中の天皇）の誕生日を祝う日です。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○白男川歯科医院 63-0009

□奥田薬局 67-3400

□のぞみ薬局 73-2131

●出水総合医療センター 67-1611

●高尾野医療センター 82-0017

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○北園歯科医院 64-2151

□かしま薬局 63-3970

□エンジェル薬局 65-7637

□上野薬局 72-1016

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500


